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Abstract
In the present study, we aimed to elucidate the coaching philosophy and techniques of“Dettmar Cramer”
and“Ivica Osim”, two foreign coaches who have contributed to the progress of Japanese soccer, by investi-
gating their remarks published in books and literature and on the Internet. The following results were ob-
tained:
1） The two coaches’ coaching techniques were similar in that they provided verbal coaching that valued 
the characters and personalities that had developed from the environment and culture of the country 
they were coaching in.
2） Both coaches talked to individual players after carefully observing their individuality and abilities.
3） Dettmar Cramer used words to improve techniques and strategies while making use of the mental 
toughness of the Japanese players.
4） Ivica Osim considered “running” and “thinking ability” to be essential for compensating for physical 
shortcomings, and improved the effectiveness of training by selecting suitable words.
The above results suggest that verbal coaching techniques involve an intellectual ability to select and use 
words based on an experiential knowledge of effective ways to use the words, specifically “when”, “where”, 
“to whom”, “what”, and “how” to use them.
はじめに
加納（2000）1）は，世界では多くの競技スポーツが行われているが，スポーツを大衆化・国際化と言う
視点から眺めたとき，サッカーほど地球規模で広がりをみせたスポーツは他に見当たらないと述べてい
る．サッカー競技を総括する国際的な組織は国際サッカー連盟（FIFA ＝ Federation International de 
Football Association）であり，同連盟には欧州・南米・北中米・カリブ海・アジア・オセアニア・アフリ
カの七つの地域から 200 を越える国がサッカー連盟に加盟している．清水（2003）2）はサッカーの歴史は
古く，現在のサッカーの基は 1863 年に英国サッカー協会（FIFA, the Football Association）が設立された事
に始まり，これまで歴史の中で連盟や協会の人達による努力によって指導者や選手が育てられた．指導
者はその時々の流れや特徴に合わせ選手たちの眠っている能力に光を当て，観察力を起点に組織を作り，
才能を発揮させ，既成戦力や潜在力の発揮を基軸に指導法を構築し，指導者としての使命を果たして来
た．世界の代表チームの指導を行っている監督は 200 名を越えるが，矢倉（2001）3）は毎日新聞の「ひと・
社会ニュースがわかる」の社説の中で監督の命は平均「0.98 年」と短いと報告しており，監督は成果を上
げなければ就任期間は羽毛より軽いと言われる激動の中で指揮を取っている．各国の代表監督を振り返
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る時，それぞれのタイミングがあり，就任する時の由来の不思議さを感じる．しかし由来の不思議さと
結果はまったく別の物であり，実際に指導を取って初めて実力を評価される．監督の指導法を最初から
何々流と決めてしまうのはナンセンスであるが，指導は指導者個人の哲学であり理念に基づいた考え方
から作り出されている．代表チームの監督は「勝てば誉めそやされ，負ければ采配を批判される．」結果
の裏には「選手との確執と信頼関係」「チームとの亀裂」「自らの葛藤」があると潮（2002）4）は日本代表監
督論の中で述べている．これらはチームを運営する組織の考えや選手の質や能力の現実を見ないで雰囲
気や曖昧なイメージでチームの指導は出来ないことを示している．日本サッカーが発足された 1951 年
から 2011 年までの期間 21 名の日本代表監督が就任しているが，この中に 7 名の外国人指導者が含まれ
ている．彼らから見た日本人のサッカーに対する理念・方法や気質・特性は，外国人が育成された環境
と比べて極端に離れすぎた存在だと軍司（1983）5）は「オフト革命」の中で述べている．この様な困難な諸
条件を知りながら，彼らはなぜ監督を引き受けようとするのかに興味を持つに至った．指導の中で理念
や考え方・戦術を伝え，選手の能力を引き出し効果を上げる方法には，言葉による伝達が重要な要因で
あり，言葉による表現によって選手は役割を認識し，活動の具体的な理解を深める．この様に監督の言
葉は成果と結びついており，監督の指導理念を反映するものであると考えられる．本研究では，長沼
（1970）6）が述べているように日本代表の外国人コーチとして初めて就任し，言葉の使い方によって選手
の考え方を変化させて成果を上げた「Dettmar Cramer」（以下，D・クラマーとする）と，木村（2006）7）が
ユニークで知的で巧みな言葉の使い方で選手に大きい影響を与えたと伝えている「Ivica Osim」（以下，I・
オシムとする）に着目し，両氏の言説に関するコーチングの一端を明らかにすることを本調査の目的と
した．
方　法
1） 潮（2002）4）の「日本代表監督論」，田嶋（2007）8）の「言語技術が日本サッカーを変える」の論説を基礎資
料とし，指導者の言葉から読み取れる指導理念を①競技に関するコーチング②競技者としてのコー
チング③コーチ像④サッカーに対する言説の四項目を選んで調査項目とした．
2） 本小論作成には，「D・クラマーと I・オシム」の両者について書かれた著書，エッセイ，コラム，文
献考察から見た言説を基軸資料とした．
調査結果及び考察
1．日本サッカー界の歴史
サッカーは日本に 1873 年頃に伝えられ，1921 年に大日本蹴球協会が設立された．その後，1925 年に
日本体育協会への加盟，1929 年に国際サッカー連盟への加盟を果たしている．
青山（2008）9）は，日本へサッカー移入した 1873 年以来，日本サッカーは学校（旧制高校，大学）を中
心に普及したと述べており，この環境から指導者の多くは大学在学時に活躍した学生や体育系教員養成
などで選手として活躍していた学生であった．その指導内容と方法は，科学的な裏付けからではなく，
とにかく「頑張ること」に主眼が置かれていた．いわゆる「精神主義的練習」であり，すべてが根性のある
なしで片付けられているという状況であったと述べている．
このような中，1922 年頃にミャンマー（当時ビルマ）から東京の高等工業学校へ留学に来ていた
チョー・ディーン（Kyaw Din）が自ら書き上げたテキスト「“How to play Association Football”」を配布し，
サッカーの指導にあたるようになった．スコットランド人にサッカーを習ったディーンの指導によって，
プレーの規範を示して基礎技術から戦術まで教えることで科学的にサッカーを考える道を広げた．
ディーンの指導が日本の技術水準の大幅な向上に貢献し，全国各地で急速なレベルアップが始まった．
加納（2002）10）はこれが日本サッカー界が外国人に指導を受けた始まりと言われていると伝えている．
その後，1959 年に第 18 回オリンピックが東京で開催されることが決定されると，日本蹴球協会（当時）
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は外国人指導者の招聘に本格的に乗り出すようになった．そこで，ドイツ・ケルン体育大学に留学して
いた成田十次郎を介し，旧西ドイツサッカー協会の紹介を経て同協会西部地区コーチであった D・クラ
マーに白羽の矢が立った．D・クラマーは東京オリンピックサッカー日本代表チームの強化・育成のため，
1960 年に外国人指導者として招聘された．彼は「日本人は体格では（世界の強豪チームに）劣るが，スピー
ドがある．そのスピードを生かすには低く速いパスと正確なボールコントロールが必要」であり，「コピー
ではなく日本にあったサッカーがある」とし，日本サッカーの技術・戦術面を基礎から鍛え上げた．さ
らに，「ドイツ人にゲルマン魂があるように，日本人には大和魂がある」と，フィールド以外の場におい
ても日本人のもつ気質を尊重する指導を行った．このことは，外国人指導者を招聘することを決定した
当時の日本サッカー協会第四回会長・野津謙がその条件として意した「日本人の性格を理解し，選手と
心の交流の出来る人」と合致した証左である．D・クラマーの指導のもと，日本代表チームは実績を積
み重ね東京オリンピックでは南米のプロ予備軍であるアルゼンチンに勝利し，決勝トーナメントにまで
出場した．さらに，翌大会のメキシコオリンピックでは銅メダルという輝かしい成績を収めている．こ
のような成果を受け，後にクラマーは「日本サッカーの父」と称されるようになった．
ここで，Table1 に示すのは，1951 年から 2011 年までのサッカー日本代表歴代監督である．2011 年ま
での 60 年間の間に述べ 21 名の監督が指揮を取っている．
Table1.  日本代表チーム監督（1951 ～ 2011 年）
就任期間 監　督　名
1951.02 ～ 1951.03 二　宮　洋　一
1951.11 ～ 1956.11 竹　腰　重　丸
1967.10 ～ 1957.11 高　橋　英　辰
                   1958.05 川　本　泰　三
1958.12 ～ 1959.12 竹　腰　重　丸
1960.08 ～ 1962.09 高　橋　英　辰
1962.12 ～ 1969.10 長　沼　　　健
1970.03 ～ 1971.10 岡　野　俊一郎
1972.01 ～ 1976.04 長　沼　　　健
1976.05 ～ 1978.12 二　宮　　　寛
1979.03 ～ 1980.04 下　村　幸　夫
1980.05 ～ 1980.06 渡　辺　　　正
1980.11 ～ 1981.03 川　渕　三　郎
1981.05 ～ 1987.11 森　　　孝　慈
1986.05 ～ 1987.10 石　井　義　信
1988.01 ～ 1991.07 横　山　謙　三
1992.05 ～ 1993.10 マリウス・ヨハン・オフト
1994.05 ～ 1994.10 バウロ・ロベルト・ファルカン
1995.01 ～ 1997.10 加　茂　　　周
1997.10 ～ 1998.06 岡　田　武　史
1998.10 ～ 2002.08 オマル・トルシエ
2002.08 ～ 2006.07 アルトゥール・アントゥネス・コインブラ（ジーコ）
2006.07 ～ 2007.12 イビチャ・オシム
2007.12 ～ 2010.08 岡　田　武　史
                        2010.08 ～ アルベルト・ザッケローニ
加納（2002）10）によれば，「日本代表チームに監督という制度が採用されたのは，戦後 1951 年に就任し
た二宮洋一からとされている．しかし，当時の監督は現在の代表チームの監督とは立場が異なり，いわ
ゆるチームマネージャー的存在」とされていた．その後，1965 年に日本サッカーリーグ（JFL:Japan 
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Football League）が開幕され，代表監督は同リーグ所属の日本代表経験者などのアマチュア監督が雇用さ
れるようになった．その後，プロの監督として初めて採用されたのは，1992 年 5 月から 1993 年 10 月
まで就任したマリウス・ヨハン・オフト（オランダ）であった．彼の採用は，当時の日本代表チームの成
績不振による監督交代，日本サッカーリーグのプロ化への声が高まる中，日本サッカー協会内部で外国
人監督の登用が求められた結果であった．1993 年 5 月に日本サッカーリーグから日本プロサッカーリー
グ（J League: Japan Professional Football League）と名称を変え，日本サッカーはアマチュアからプロへの
道を進んだ．以後，現在（2011）に至るまで 7 名の監督が就任しており，そのうち外国人監督は 5 名であ
る．彼らの指導のもと，1998 年フランス・ワールドカップの初出場を皮切りに，日本は四度のワール
ドカップ出場を果たした．同大会での活躍が認められ，外国のプロリーグで活躍する日本人選手も年々
増加している．
草創期（アマチュア）からプロへの移行を経て，世界のトップレベルにようやく手が届くようになった
今日に至るまで，日本サッカー界はその発展に幾多の外国人指導者の影響を受けてきた．それは戦術的
なサッカーの質のみならず，日本サッカー組織に至るまで，日本にサッカーを根付かせ，日本人選手が
世界で通用するプレイヤーになるまでに育て上げた．
2．D・クラマーのコーチング
1） 来日経緯とその指導
1925 年 4 月 4 日に西ドイツ・ドルトムントで誕生した D・クラマーは，ゲルマニア・ウイスバーデン，
ヴィクトリア・ドルトハンム，トイトニア・リップシュタット，FC パデルボルンなど，ドイツの複数
の有名クラブでプレイしたが，26 歳（1951 年）のときに膝を痛めてから怪我のため現役を引退した．そ
の後，西ドイツサッカー協会西部地区コーチとして本格的に指導者としての道を歩み始めた．
加納（2002）10）は，日本では 1959 年に第 18 回オリンピック東京開催が決定し，1960 年に日本サッカー
協会は「選手強化計画の構想」として，①候補選手の育成，②体力強化，③国際試合，④外国人コーチの
招聘，⑤コーチの留学，⑥科学的研究，⑦普及活動の将来的ビジョンを打ち出し，本格的な強化に取り
組むことになったと伝えている．この一環として，代表チームは欧州 7 カ国へ約 40 日間にわたって長
期遠征を行った．そこで，クラマーの存在を知ることとなる．当時の日本サッカー協会第四回会長の野
津謙はドイツの考えが比較的日本人に近いと考え，以前から西ドイツ協会にコーチの長期派遣を要請し
ていた．加納（2001a）11）は野津が D・クラマーに対し，「技術や戦術だけではなくそれらをサッカー理想
に統一する哲学がある」と評価し，日本サッカーの運命を託すに足る人物であるとの思いを強くしたと
述べている．
来日当初，D・クラマーは選手にパスやドリブルなど基本技術の重要さを徹底的に練習させた．彼の
指導観は，「基礎技術のトレーニングを通してこそ，精神力，気力が生まれ，戦術が現れてくる」の言葉
に言い尽くされていた．D・クラマーがいうサッカーにおける最もよい試合を達成するための要件は大
きく二つに分けられる．一つは，「勝つ意思（精神的な面）」であり，もう一つは「技術」であった．D・ク
ラマーは日本の精神的な部分の強さを継承しつつも技術面におけるテクニックや戦術の指導を系統的に
推進していった．また，D・クラマーは「選手一人ひとりの個性を知らずして，どうしてよい指導が出
来るのか．コーチは常に選手と共にあるべき」と，協会が用意したホテルを引き払い，選手が合宿して
いた旅館に移り，選手たちと寝食をともにした．指導当初は初歩的な練習を繰り返す指導にとまどって
いた選手たちも，一心にチーム作りに取り組む D・クラマーの姿に段々と心を開くようになった．
加納（2001b）12）は，東京オリンピックで日本はアルゼンチン，ガーナとグループ D に入り，初戦はア
ルゼンチン相手に逆転の末に勝利し“東京の奇跡”を生み，最終成績はベスト 8 を収めたと述べている．
さらに 1968 年のメキシコオリンピックでは教え子である監督やコーチを支え，3 位決定戦で開催国メ
キシコを破り銅メダルを獲得した．このように 1960 年代は D・クラマーの指導により，日本サッカー
は最も輝いた時代と言え，この年代の所産が現在の日本サッカーのベースとなったと言っても過言では
ない．
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2） D・クラマーが残した言説
①競技に関するコーチング
・わたしは日本にサッカーのベースをつくるために来た．ベースがなければ何もできない．ベースがあ
れば何でも可能だ．サッカーとはそういうスポーツなのだ．
・日本チームは 15 分間，グラウンドの上で眠っていた．
・わたしは日本にサッカーがあるときいてきたが，わたしが見たのはピンポンである．スタンドの客の
顔を見るがいい．右を向いたら次は左，左の次は右……．
・日本チームはタンゴ・チームである．一歩前進，二歩後退だ．
・日本の選手には残心がない．残心というのは日本の剣の道にあるのではないか．バッサリと斬ってく
るりと背を向けるのはかっこいいが，倒れた相手が最後の力をふりしぼって抵抗してくるかもしれな
い．だから相手の息の根が止まるまで緊張を解かない，それが残心だ．日本サッカーにはそれがない．
シュートしたらもう終わり．万が一にはね返ってくるかもしれないではないか．どうして最後まで緊
張をつづけないのか．
・ときに王侯のごとく，ときにはドアボーイのごとくなれ．
・怪我した選手にも練習をさせろ．
②競技者としてのコーチング
・物を見るのは精神であり，物を聞くのも精神である．眼そのものは盲目であり，耳それ自体は聞こえ
ない．
・人間は暗い気持ちの時は耳をふさいでしまう．そんな時はどんな名言も届かない．しかし心を開いて
いるときなら，苦言でも受け入れることが出来る．
・約束の時間に 5 分遅れてもいい．それは交通事故などがあるからだ．しかし，5 分以上遅れたらそれ
は約束を破ることだ．
・タイムアップの笛は，次の試合のキックオフの笛である．
・いい仕事をするためには，いい準備を．
・最大の勝利は，己に勝つことである．
・小さな戦いに勝ったもののみが大きな戦いの勝利者となる．
・ドイツ人にゲルマン魂があるように，日本人には大和魂がある．
・勝者には常に新しい友が出来る．しかし，本当に友が必要なのは，敗者である．
・ゲーテが死期に近づいたとき，ある人がゲーテに尋ねた．あなたの長い栄光に満ちた生涯において得
たもののうちで，もっともすばらしいものは何であったか，と．人間が所有しうるすべてのものを所
有していたゲーテは答えた．『よき少数の友との交わりである』と．わたしは日本で多くのものを得た．
しかし，そのなかで最もすばらしいのは諸君の友情である．それはわたしの胸に残り，生涯忘れるこ
とはないだろう．
・大切なのは勝った試合で浮かれることではなく，何がよくないかを見極めることだ．
③コーチ像
・コーチは選手と生活をともにすべし．
・選手一人ひとりの個性を知らずして，どうしてよい指導ができる．コーチは常に選手とともにあるべ
き．
・足がグラウンドに立っていて，腹が控え室に残っているコーチはいらない．
・暑いとき選手が帽子をかぶらないのに，帽子をかぶって休んでいるコーチはいらない．
・指導者にとって最も大事なのは，自分の哲学を納得させること．暴力や権威を示すのではない．自分
のサッカー観の正しさを証明してみせなければならない．
・われわれはコーチとして大変なミスをやった．サッカーでは手を使ってはいけないということを教え
るのをすっかり忘れていた．
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④サッカーに対する言説
・わたしはサッカーが好きなのではない．心から愛している．なぜならば，サッカーは少年を大人に育
て，大人を紳士に育てるスポーツだからだ．
・サッカーには人生のすべてがある．とくに男にとって必要なすべてが．
・サッカーは人生の鏡である．そこには人生のあらゆるものが映る．したがって，グラウンドは単にサッ
カーをやる場所ではなく，人間としての修練の場である．
・サッカーの試合はひとりでは成立しない．君たちの人生も同じではないか．
3．I・オシムのコーチング
1） 来日経緯とその指導
I・オシムは 1941 年 5 月 6 日に旧ユーゴスラビアボスニア共和国の首都であるサラエボに生まれ，13
歳（1954 年）で地元ジェレズチャルのユースチームに入団し，18 歳（1959 年）にトップチームへの昇格を
果たす．1960 年には欧州トップリーグで選手として活躍し，1964 年東京オリンピックに旧ユーゴスラ
ビア代表として出場し，日本相手に 2 ゴールを決める活躍をみせた．1968 年には同代表で欧州選手権
準優勝という成績を収めている．柴田（2007）13）によると，オシムは 1986 年旧ユーゴスラビアの代表監
督に就任し，90 年のイタリア・ワールドカップで旧ユーゴスラビアの最後の代表監督としてベスト 8
にまで導いたと述べている．その後，同国内の FC パルチザンやオーストリアのシュトルム・グラーツ
などのクラブチームを何度も優勝させる輝かしい実績を残した．
オシムは 2003 年に当時 J リーグ・ジェフユナイテッド市原のゼネラルマネージャーであった祖母井
秀隆を介し，同チームの監督に就任した．2005 年にヤマサキナビスコカップで優勝し，ジェフ市原に
初タイトルをもたらしている．これらの実績が認められ，2006 年 7 月に日本代表チームの監督に就任
するが，翌年 7 月に脳梗塞で倒れ代表監督を辞退した．
オシムの指導は，走り過ぎて死ぬことはないことを指導理念とした．木村（2008）14）の著書「オシムの
言葉」のなかで，「ライオンに追われたウサギが逃げ出す時に肉離れをしますか」と述べており，この言
葉に集約されるように，オシムのサッカーは“走るサッカー”として知られている．いくら才能がある選
手がいても，チームの一員として全力で走り，守備をすることを求めた．西部（2007）15）は著書「イビチャ・
オシムのサッカー世界を読み解く」のなかで「走れるかどうかだけが問題ではない．しかし走れることが
第一歩であり，ベースとする」と述べている．又，「走らないというサッカーがあるのですか」「考えて
走るサッカーは賢く走ることが大事」だと言説に語っている．日本が世界で戦う上で，フィジカル（身体
面）でのハンディーをカバーするために“走ること（＝運動量）”や“考える力（＝チームのなかでの個人の
役割）”は不可欠であったと考えられる．
また，オシムを語る上で欠かせないのが，その「距離感」である．選手との距離，メディアとの距離の
取り方は常に一定していた．選手との一定した距離感は平等性にもつながった．オシムはどんな人間に
対しても先入観を持たず，選手を平等に見るために常に自分をフラットな存在に置いた．オシムの指導
は，「とにかく毎日選手と会っているわけだから，毎日，選手から学んでいる．完全に学ぶことは絶対
にあり得ない．一人ひとり心理状態は違うし，環境も異なるからだ」と，選手一人ひとりに目を向けて
いた．そして，総ての選手の心理状態をつぶさに観察し分析している．実際に，「メディアを通じて監
督の考えを知るたびにそこまで自分の思いを知り得ていたのかと驚いた」という選手の証言もいくつか
残っている．
2） オシムの残した言説
①競技に関するコーチング
・日本人らしさを生かしたサッカー．
・日本サッカーの近代化というのなら，くり返し言っているように，日本式のチームを作り，独自のス
タイルを築き上げることに尽きる．
P087-095.indd   92 2011/12/26   14:59:11
外国人サッカー指導者の言説から見たコーチングに関する研究
－ 93 －
・監督だけでなく，選手自ら，日本人ならではの良さを自覚して，生かさねば，もったいない．
・サッカーでは数え切れないほどの多くのシチュエーションが存在する．その都度何をすればいいか，
自分で判断しろ．キープ，ドリブル，パスなど選択肢は多いのに，無条件で俺の言ったことをそのま
まするのはやめろ．
・選手が疲れていたら負けるかもしれない．そういう選手を使った監督が悪い．選手交代で出した選手
がミスをしたら，監督が悪い．明日負けたらその責任は今ここに座っている私にある．負けたら全て
の責任は監督の私が取ります．
②競技者としてのコーチング
・結果だけではなく，時間や私生活といった面での自己犠牲をいとわぬ過程が大事なのだ．
・勝ったけれど，それで良かったとは言わない．そこで満足してしまったら，次の進歩はない．常に，
次はもっと良いサッカーを披露するべく努力するのだ．
・勝つことにはさまざまなことが含まれている．ただ勝ってしまえば，そういうことは見えない．敗北
は最良の教師である．
・勝利という見返りを得るためには，刻々と変化する状況へ冷静に対応する力を全員に浸透させる事前
の準備が欠かせない．
③コーチ像
・「監督にとって理想とするサッカーは何か」と聞かれたことがある．わたしは「そんなものはない」と答
えたい．
・今，どんな選手がいるか，組織がどういう環境に面しているかなど考慮しつつ，それぞれの考えや個
性を生かしていけばいい．
・監督は，まずどうしたいかという自分の考えを持つ．それから現実に向けて，仕事を進めていく．そ
うすべきであって，他人を見てこういうものだと思い込んではいけない．真実は自分自身で探究する．
それこそが監督の仕事だ．
・監督として最もうれしいのは，選手が自発的に意見を言って動き出した時だ．
・毎日選手と会っているわけだから，毎日，選手から学んでいる．毎日学んでも，完全に学ぶことは絶
対にあり得ない．
④サッカーに対する言説
・私が何者であるかということを忘れないために，試合を見に行きました．サッカーが原因で病院に行
かなくてはいけなくなりましたが，そこから戻るのもサッカーの力でした．
・今まで私は自問自答してきました．私自身，日本で何事かを成し遂げたのだろうかと．その答えはい
まだに出ていませんが，今日この時この場所に私を見送りに来てくれたたくさんの人々がいることで，
そんなことは考える必要がないと思い直しました．何かを成し遂げたかを自問するよりも，私が日本
の人々から受け取ったものを感謝し大切にしてゆくことのほうがはるかに重要だということです．
・サッカーというのは，すごく美しいスポーツだと思っている．
まとめ
日本サッカー界の発展に影響を及ぼした外国人指導者のコーチングフィロソフィーを明らかにするた
めに，初めての外国人指導者としてサッカー界の磯を築いた D・クラマーと，ユニークで知的で巧みな
言葉の使い方で競技力を向上させた I・オシムを対象に調査を行い，次の結果を得ることが出来た．
1．D・クラマー
1） 基礎技術のトレーニングを通してこそ精神力や気力が生まれることを強調した．
2） 日本人の精神面の強さを継承しながら技術面に於けるテクニック，戦術の強化を推進した．
3） 選手一人ひとりの個性と競技能力を知らずよい指導は出来ない．
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4） D. クラマーの言説には，精神と技術は一体であることを強調することが多く含まれている．
2．I・オシム
1） 「走り過ぎて死ぬことは無い」と言う言葉に集約される様に，才能ある選手がいてもチームの一員
として全力で走り防御することを求めた．
2） 「考えながら走る」サッカーとして受け身で無く能動的な思考を身に付けさせ，フィジカル（身体面）
でのハンディーをカバーするために「走ること」「考えること」を不可欠と考えていた．
3） どんな人間に対しても先入観を持たず選手を平等に見るために選手との距離，メディアとの距離
を常に持ち，自分をフラットな存在に置く努力を惜しまなかった．
4） 毎日選手と会い，選手から多くものを学んでいる．選手一人ひとりに目を向けて総ての選手の心
理状態を観察分析している．
5） I・オシムの言説にはフィジカル（身体面）でのハンディーを走る力と考える思考力によってカバー
することを強調することが多く含まれている．
二人の指導者に共通した指導理念とは，日本の環境と文化に育てられた気質を大切にし，日本の優れ
た特性とハンディーを理解することであり，その指導理念を言葉に表し指導に生かした．
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